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「駒澤大学 スポーツフェスティバル 2025」に参加し、 

ブラインドサッカー体験会を実施しました 

 

 

 11月 23日(日)に、駒澤大学 スポーツフェスティバル 2025に参加し、地域のお子様や保護者の

方に、ブラインドサッカーのボールを使ったアクティビティ体験会に参加いたしました。昨年に引き

続き 2度目の参加となります。 

 今回の体験会は、ちょうど「東京 2025デフリンピック」の開催期間中ということもあり、障がい

者スポーツに注目が集まっているためか、ブラインドサッカーのチームが世田谷にあるという事を知

って、「ぜひ体験してみたい！」「選手と話してみたい！」という参加の方が多く、とても積極的に体

験会に参加されていらっしゃいました。 

アイマスクをつけて歩いたり、走ったり、鈴の入ったボールを追いかけたり、普段使わない視覚以

外の情報を研ぎ澄ます体験から始まりました。その後の PKでは、声を聞いて方向を定めることが最

初は難しく、見えていれば簡単なシュートを外してしまい、悔しがる子どもたちが多かったです。ち

ょっとしたコツを伝えると、シュートの方向がつかめるようになってきました。 

最後はドリブルからのシュート、トラップからのターン、ドリブルシュートと難易度をあげてきま

した。体験会ではいつも感じますが、お子さんの適応力は素晴らしいです。すぐに上達して、選手も

スタッフも驚かされました。保護者の方も“やってみたい！”と大勢参加して頂きました。 

今回の体験会では、時間をとってじっくりと体験して頂き、練習会にも参加してみたいとおっしゃっ

ていただいた参加者さんが多くいらっしゃいました。 

 

世田谷区内にはたくさんの大学がありますが、駒澤大学玉川キャンパスは、スフィーダ世田谷にと

って、とても身近な存在です。地域の皆さんに楽しんで頂けるスポーツフェスティバルに毎年お声が

けを頂き、大変嬉しく思います。スタッフの皆様、学生の皆様、お忙しい中、準備から安全を配慮し

た当日の実施まで、ありがとうございました。 

  

当日のフォトギャラリーはこちら 

https://plus.komazawa-u.ac.jp/articles/43714 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 


